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自然界で放射性炭素 14C は宇宙線によって生成される。14C は二酸化炭素を形成し大気循環を経

て樹木に取り込まれる。樹木年輪中の 14C の測定から、Miyake et al.(2012)は AD774/775 の期間で

14C の濃度が急上昇していることを発見した[1]。この上昇は太陽活動の周期的変動(11 年のシュワ

ーべサイクル)と比較しても大きくかつ短期的であり、太陽磁気圏による宇宙線遮蔽以外の要因が

あると考えられる。当初、超新星爆発やγ線バーストといった候補が挙げられたが、現在最有力

は太陽フレアやコロナ質量放出に伴う SEP(Solar Energetic Particle)イベントである。SEP イベント

は大量の高エネルギー粒子が惑星間空間へ放出される現象のことである。粒子の放出方向が地球

方面を向いている場合、一時的に地球での宇宙線量が増加する。しかし、直接観測で検出された

SEP イベントによってどの程度の 14C 濃度増加があるか未だ確認されていない。 

 英国の Carrington は 1859 年 9 月 1 日に最大級の太陽フレアとされているキャリントンフレアを

観測した[2]。翌日の明け方には、北緯 20 度の地域までの範囲でオーロラが観測され、大規模な磁

気嵐も発生した[3]。人工衛星の存在しない年代であったため粒子のフラックスは判明していない

が、大量の荷電粒子が地球に到達していたとしてもおかしくない。本研究では 1859 年付近約 10

年間について、1 年輪を季節方向に 1/3 に分割して 14C 濃度を測定することで、9 月に発生した

Carrington イベントに伴う 14C 増加検出を目的とする。一年分解能での 14C 濃度測定結果から 1

回の AMS 測定ではキャリントンイベント時の 14C 増加は統計誤差に比べ小さいことがわかって

いるため[4]、10 回繰り返し測定を行うことで各サンプルの統計誤差の低減を目指す。本講演では、

年輪を 3 等分にする手法とこれまでに得られた 14C 濃度の測定結果についてを報告する。 
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